
 

 

 

 

 

 

 

 

着任のご挨拶 
 

                  血液内科長 内野 慶人 
 

 

令和 5年 12月 1日付けで血液内科の医師として、公立阿伎留医療センターに着任させていた

だくこととなりました内野慶人と申します。 

簡単に私の経歴を申し上げますと、大学入学までは東京都武蔵村山市で過ごし、大学は山梨

県、大学卒業後は埼玉県の深谷市で 2年間の初期臨床研修を積み、その後は日本大学の血液膠

原病内科に所属し板橋区で 10年以上造血器疾患についての研鑽を積み、その後立川の災害医療

センターで 1年程研鑽を積み現在に至ります。自分の地元にも近い秋川流域の皆様の健康と医

療に貢献できることを非常に楽しみにしております。 

血液内科のカバーする疾患は、白血病などを始めとする造血器腫瘍や再生不良性貧血などの

非悪性疾患、血友病などの凝固異常など多岐にわたります。検診や採血での白血球・赤血球・

血小板の数値異常や白血球の分画異常、PTや APTTなどの凝固検査の異常、蛋白分画の異常や

リンパ節腫大、その他血液疾患を疑う所見などがありましたら当科までご紹介いただけますと

幸いです。 

入院診療については 12月より立ち上げとなりますため、診断によってはさらなる高度医療機

関への紹介とさせていただくこともありますのでご了承ください。医学的適応や患者さんの価

値観を踏まえ、その方にとって望ましい選択ができるようサポートさせていただければと思い

ます。 

皆様と協力し、地域医療をより良いものとしてゆくべく取り組んでまいります。ご質問やご

提案がありましたら、どうぞお気軽にお知らせいただければ幸いです。 

改めてお世話になりますと共に、地域の皆様にとってより良い医療ケアを提供できるよう、

全力で尽力いたします。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

公立阿伎留医療センターは、医の心を重んじ、患者の生命と健康と生活の質を考える良

質の医療を実践し、地域医療の最適化に努力します。 
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MRI 装置更新について 

                    放射線科主任 磯 弘之 

 

今年 17年ぶりに MRIを最新装置に更新し、当院初となる 3.0T(テスラ)装置の Siemence社製 

Magnetom Vidaと 1.5T(テスラ)装置の Magnetom Solaの２台導入いたしました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

3.0T(テスラ)装置 Magnetom Vida              1.5T(テスラ)装置 Magnetom Sola 

 

MRIは暗くて狭くてうるさいといったご意見をよくお聞きしますが、更新により検査室もと

ても明るくなり 2台とも 70cm開口径を採用し（今までは 60cm）従来よもトンネルの直径が大

型化し圧迫感も少なくなっていると狭いところが苦手な方にも好評です。 

画質に関しても 3.0Tは元々高画質な装置ですが、Deep Resolve Boost&Sharpという最新の

AI技術にてさらなる高画質化、高速化をはかり先生方より好評を得ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



1.5Tに関しても最新の AI技術を搭載し、従来の AIのない 3.0T装置を凌駕するほどの高画質

な装置です。整形外科領域などの体内に金属埋め込みの方など 3.0T装置で検査できない方へ

も高画質な画像を提供できます。手や足の部位別の専用コイルも充実させ患者さん負担軽減

にも役立っています。 

これら新装置には上記以外にも多くの新しい技術が搭載されています。私たち放射線科ではこ

れら技術を最大限に活用できるよう、診断や治療に役立つ画像提供に努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ≪お知らせ≫ 

放射線科では CT・MRI等のご予約がスムーズにお取りできるよう直通電話と FAXを設置 

しています。ぜひご利用ください。 

  

電 話  ０４２－５５９－７４５６ 
 ＦＡＸ  ０４２－５５８－０５７１ 
 

 

 

 

 
 


